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ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの

使用に起因して生じた損害（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではな

く、また責任を負うものではありません。

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要となる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。

5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準：輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれ

のある機器・システム（宇宙機器と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの用途に使用することは想定していません。 たとえ、当社が想定していない用途に当社

製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。

7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリティ対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または

当社製品が使用されているシステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品または当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキン

グ、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行為（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害について、一切責任を負いません。また、法令において認められる限り

において、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品性および特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。

8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、

実装条件その他指定条件の範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment向け製品と定義している

ものを除き、耐放射線設計を行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制するRoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かか

る法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。

11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品および技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸

出管理関連法規を遵守し、それらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。

12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたします。

13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレクトロニクス株式会社が直接的、間接的に支配する会社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

（Rev. 5.0-1 2020.10）
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DC特性
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絶対最大定格は、マイコンが
「永久破壊」とならない範囲を示すもの
であり、安定動作を保証するものではご

ざいません。

電気特性項目に対する補足情報です。
正しくお使いになるためには、こちらの
条件も確認いただく必要があります。

条件は、電気的特性を保証するうえでの
必要条件です。

永久破壊を防ぐ電源電圧範囲です。

各端子における、永久破壊とならない入
力電圧範囲です。

(最大)の条件は、VCCまたはAVCCが推
奨動作条件 min以上の場合に有効です。

永久破壊を防ぐジャンクション温度範囲
です。

チップを動作させていないときの保管可
能な温度範囲です。

絶対最大定格
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推奨動作条件は、マイコンがスペックを保証し、
安定動作できる条件になります。

USB電源電圧は、使用時と不使用時で
異なります。USBを不使用として5V
のVCC電源をUSB_VCC電源を接続し
た状態において、USBを使用すると、
USB端子の電源電圧特性を守れません。
USB使用時は必ず電源電圧をお守りく

ださい。

内部電源安定用平滑コンデンサは必ず
規格値に該当するものをお使いくださ
い。これ以外の場合、動作の保証はで

きません。

内部電源安定用平滑コンデンサは必ず積層セラ
ミックコンデンサをお使いください。

動作を保証できる温度です。特に記載
のない限り、Taと同等です。

電源立ち上げ時もこの関係を遵守願い
ます。

端子により基準電圧が異なりますので注意して
ください。

高温動作時の注意事項をまとめたアプリケー
ションノートを用意しております。併せてご確

認ください。

高温動作に関する注意事項

VCLはVCCに接続せず、コンデンサを経由して
VSSにのみ接続してください。

推奨動作条件

https://www.renesas.com/ja/search?keywords=RX%20%E9%AB%98%E6%B8%A9%E5%8B%95%E4%BD%9C
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下記スペックを保証するうえで遵守すべき条
件です。必ずご確認ください。

端子により基準電圧が異なりますので注意し
てください。

ΔVtが明記されていない端子は、ヒステリシ
ス幅を持つことを保証しておらず、VIHmin
以上であればHighと認識すること、VILmax
以下であればLowと認識することのみの保証
となります。

DC特性
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下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

記載していない条件下での情報に関して
は、IBISモデルでの確認をお願いいたし

ます。
上記「入力リーク電流」に記載の端子
以外のリーク電流に関してはこちらを

ご確認ください。
なお、オフ状態とはハイインピーダン

ス状態を指します。

内蔵プルアップ抵抗値はここから算出
願います。

プルアップ抵抗 = ご使用の電圧 ÷ Ip

DC特性
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下記スペックを保証するうえで遵守す
べき条件です。必ずご確認ください。

BGOを除く全機能動作時の消費電流です。

BGOを除き、かつモジュールストップコン
トロールレジスタに示すモジュールにク
ロック供給/停止した際の消費電流です。

各モードにおける消費電流値になります。
その際の状態は消費電力低減機能をご参照
下さい。以下は一例です。

実際の消費電流の求め方は、「各グループの高温動作に
関する注意事項」に記載しています。
詳細は下記より資料をご参照ください。

RX 高温動作に関する注意事項

Typ/maxの相違は、
温度と製造バラつきなどにより発生します。
特に温度に依存します。

DC特性

https://www.renesas.com/ja/search?keywords=%E9%AB%98%E6%B8%A9%E5%8B%95%E4%BD%9C%E3%80%80RX
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下記スペックを保証するうえで遵守す
べき条件です。必ずご確認ください。

VCC変動が±10%を超える場合、
許容出来る電源変動勾配です。

DC特性

Time(ms)

VCC=5Vの例

SrVCC(MIN)
これよりも急激に電源を立ち上げる場合は
保証範囲外となります。(0.02ms/V)

SrVCC(MAX)
LVD0不使用時の電源立ち上げ勾配です。
これよりも緩慢に電源を立ち上げる場
合は保証範囲外となります。(8ms/V)

SrVCC(MAX)
LVD0使用時の電源立ち上げ勾配です。
これよりも緩慢に電源を立ち上げる場合は保証
範囲外となります。(20ms/V)

LVD0不使用時の
電源立ち上げ範囲 LVD0使用時の

電源立ち上げ範囲

dt/dVCC
電源変動(±10%を超える変動)に
対する許容可能立ち上がり/下がり
勾配です。これよりも急激に
電源変動が発生した場合は
保証範囲外となります。(1ms/V)

VCC下限
(製品により異なります)
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下記スペックを保証するうえで遵守す
べき条件です。必ずご確認ください。

駆動能力制御レジスタ(DSCRx)にてポート
駆動能力を設定した際のデータです。
出力インピーダンスは以下となります。

通常駆動 > 高駆動 > 高速インタフェース用
高駆動

外部から電流を引き込んだ時の値とな
ります。

1端子に流せる最大許容電流値です。
これを超えると信頼性確保が出来なく
なります。

MCUの全出力端子の合計電流値です。

MCUから外部に電流を吐き出した時の
値となります。

MCU駆動時間に対する平均電流です。
(例)各々同じ時間軸で1mA、2mA、
3mAを出力する場合、6mA/3=平均
2mAとなります。

DC特性
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JEDEC規格に則った熱抵抗を記載して
おります。

詳細は以下をご参照下さい。
<放熱のメカニズム | Renesas>

Θja=(Tj-Ta)/P

Ψjt=(Tj-Tt)/P

Ta:発熱源の影響を受けない場所の温度

DC特性

https://www.renesas.com/jp/ja/support/technical-resources/packaging/characteristic/heat-dissipation
https://www.renesas.com/jp/ja/support/technical-resources/packaging/characteristic/heat-dissipation
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AC特性およびその他特性
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前提条件：

Time

Voltage

オーバーシュート及び
アンダーシュートは絶対最大定格

以内に抑えてください。

表記中の横線の基点は、基本的に
以下となります。

＊表現の異なる場合、個別に記載いたします。

出力表記の場合：VOHまたはVOL

入力表記の場合：VIHまたはVIL

ACスペック図中の表記例

1．ACスペック章図中の表記について

2．ACスペック章におけるクロック表記について
製品によっては、クロックの表記を省略して記載している箇所があります。正確なクロック名称に関しては、
ハードウェアマニュアルのクロック章をご参照願います。

例：ACスペック章表記：PCLK クロック章表記：PCLKB

ACスペック章表記：ADCLK クロック章表記：PCLKD
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リセットタイミング

内部初期化に必要なリセット時間です。
必ず本記載の値以上のリセットを入力
してください。リセット時間が短い場
合、マイコンが正しく初期化されず、
正常動作できない可能性があります。

リセット端子がHighになった後、内部
でさらにリセット処理を必要とする時
間です。本時間経過後、リセットが解
除されユーザプログラムを実行します。

下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

tRESWPの起点は推奨電源電圧の下限
値(本例の場合、2.7V)となります。
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パワーオンリセット回路、電圧検出回路特性

下記スペックを保証するうえで遵守すべき条件で
す。必ずご確認ください。

LVDnの内部リセット保持時間です。

内部リセットを発生させる電圧で有効/無効を選択でき
ます。有効時は電圧をnレベル(本例では2レベル)から
選択出来ます。内部リセット解除はVdet0電圧から
tdet+tLVD0時間経過後に解除します。解除までにVCC

を使用電圧まで立ち上げて下さい。VCCが立ち上がら
ずVdet0電圧を下回っている場合、LVD0リセットが発
生します。

電源立ち上げ時(VCC上昇時)に内部リセットを解除す
る電圧です。内部リセット解除は、VPOR電圧から
tdet+tPOR時間経過後に解除します。解除までにVCC

を使用電圧まで立ち上げて下さい。LVD0を使用してい
る場合、 VCC電圧がVdet0電圧を下回っているとLVD0

リセットが更に発生します。

VCC上昇時・下降時に割り込み(ノンマスカブル、マス
カブルから選択でき、かつ発生タイミングは、上昇時、
下降時、両方から選択できます)、または内部リセット
を発生させる電圧です。有効/無効を選択できます。電
圧はnレベル(本例では5レベル)から選択出来ます。内
部リセット解除はLVD1RN(LVD2RN)=“0”の場合、
Vdet1(2)上昇電圧からtdet+tLVD1(2)時間経過後に、
LVD1RN(LVD2RN)=“1”の場合、Vdet1(2)下降電圧から
tLVD1(2)時間経過後に解除します。解除までにVCCを
使用電圧まで立ち上げて下さい。

PORの内部リセット保持時間です。

電圧検出応答遅延時間(電圧検出後に反応するまでの遅
延時間)です。

検出電圧を下回る時間(VCC下降時に電圧検出してか
らVCC上昇時に電圧検出するまでの時間)です。時間
が確保されない場合、VCC上昇時に正しく電圧を検出
できず、パワーオンリセットが発生しなくなります。

LVD有効にしても直ぐにLVDとして機能しません。
必ずTd(E-A)時間待ってからご使用下さい。

電圧検出はヒステリシスを持ってます。TYP:80mVの
検出ズレが発生します。
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パワーオンリセット回路、電圧検出回路特性 補足
◼ PORを有効にするにはRESET端子にVCC*1以上の電圧を印加して下さい。

なお、RESET端子にノイズ保護目的でコンデンサを入れた場合、RESET端子立ち
上がり電位がVCC立ち上がり電位より遅くなるため、パワーオンリセットではなく
RESET端子リセットであると判断してしまうので注意願います。
*1 : VCCは以下の立ち上がり勾配(SrVCC)をお守りください。

RX66Tの例)
LVD0不使用時の電源立ち上げ範囲:(0.02ms/V) ≦ SrVCC ≦ (8ms/V)
LVD0使用時の電源立ち上げ範囲 :(0.02ms/V) ≦ SrVCC ≦ (20ms/V)

VCC
RESET端子印加電圧

min:tVOFF
VPOR

LVD0

LVD1,2

Time

VCC

◼ dt/dVCC
電源変動(±10%を超える変動)に対
する許容可能立ち上がり/下がり勾
配です。1ms/V よりも急激に電源
変動が発生した場合は保証範囲外と
なります。
*以上はRX66Tの例です。既定のな
い製品もございます

2) LVDnCR0.LVDnRN = “1”の場合

min:tVOFF

tdet tdet tLVD(0,1,2)

◼ LVD0, 1, 2による内部リセット信号動作
(LVD1,2はLVDnCR0.LVDnRN = “0”の場合)

min:tVOFF

tdet tLVD(1, 2)

*LVD1, 2はLVDnCR0.LVDnRN = “1”にすること
で、リセット解除タイミングを変更できます

n : 1,2
注：文、表中の各種値は製品により異なりますので、各製品のハードウェアマニュアルの電気的特性をご参照ください。

min:tVOFF

tdet tdet tPOR

◼ POR適用時の内部リセット信号動作

tdet tPOR

VPOR

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①
② ③

④
⑥

⑤
⑦

⑥ ⑦

保証電圧領域

◼ LVD1, 2による内部リセット信号動作
(LVDnCR0.LVDnRN = “1”の場合 )

1) LVDnCR0.LVDnRN = “0”の場合

内部リセット信号

◼ tVOFF
確実にリセットを発
生させるためには、
tVOFF時間以上電位
を低下させておく必
要があります。
tVOFF時間前に電位
が戻った場合、正し
くリセットを発行で
きません。
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クロックタイミング

下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

また、左記２つの表のように同じ端子出力
でも2種類記載されるケースがございます
が、これらは条件が異なりますので、お客
様の使用条件にあった方をご確認ください。

図中に記載される測定条件もスペックを保
証するうえで遵守すべき条件です。必ずご

確認ください。

BCLK端子は相手デバイスに接続されます
ので、相手側デバイスの仕様も確認の上、

本特性をご確認ください。

tCHの起点と終点はVOHになります。

tB𝑐𝑦𝑐の起点と終点は
VCCの中央値（0.5×VCC）になります。
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クロックタイミング

マイコンによってクロック発振安定
時間やクロック発振安定待機時間が
記載されているものもございますが、
あくまで参考値になります。

下記スペックを保証するうえで遵守
すべき条件です。
必ずご確認ください。

外部発振子が安定してから、さ
らに内部回路を安定させるため
に必要な時間です。

メインクロック発振安定フラグです。
tMAINOSCWT時間経過後、本フラグが”1”になりま
す。本フラグは、 MOSCWTCR.MSTS【7:0】
ビットの値に依存します。設定値が正しい場合、
発振子が安定したことを示すフラグとして使用
できます。

メインクロック発振器停止ビットです。
本ビットを”0”にすることでメインクロック発振
器の出力が開始されます。

発振子の発振が安定するまでの
時間です。本値は発振子メーカ
によるマッチング評価に沿った
値になります。

MOSCWTCR.MSTS【7:0】ビット
の値は、 tMAINOSC以上にする必要が
あります。
計算式はクロック発生回路の
MOSCWTCRの章に記載しています。

fLOCOはmax側の仕様でご検討くだ
さい。詳細はMOSCWTCRレジスタ
の章をご確認ください。
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LOCO, IWDTクロックタイミング
下記スペックを保証するうえで遵守
すべき条件です。
必ずご確認ください。

LOCOの1サイクル時間(周期)です。
LOCOの発振周波数から計算した
値です。
例)TYP : 4.16us = 1/240KHz

LOCOの発振周波数誤差を現して
います。この値から精度を算出で
きます。
マイナス側 : - 10%=(216-240)/240

プラス側 : +10%=(264-240)/240

LOCOを発振動作
(LOCOCR.LCSTP=0に)してから発
振が安定するまでの時間です。
本表での条件下では最大44usかか
ります。

IWDT専用オンチップオシレータの
1サイクル時間(周期)です。
IWDT専用オンチップオシレータの
発振周波数から計算した値です。
例)TYP : 8.33us = 1/140KHz

IWDT専用オンチップオシレータの
発振周波数誤差を現しています。
この値から精度を算出できます。
マイナス側 : - 10%=(108-120)/120

プラス側 : +10%=(264-240)/240

IWDT専用オンチップオシレータを
発振動作(ILOCOCR.ILCSTP=0に)
してから発振が安定するまでの時
間です。
本表での条件下では最大190usかか
ります。
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HOCOクロックタイミング
下記スペックを保証するうえで遵守
すべき条件です。
必ずご確認ください。HOCOの発振周波数は、複数の中から選択で

きる製品があります。本電特の場合、
16/18/20MHzの発振周波数から選択できま
す。また、本表では各々の発振周波数での誤
差を現しています。
また、測定条件に温度特性がありますので、
ご注意下さい。
本値による精度は以下になります。

発振周波数
(MHz)

誤差
(Ta=-20～105℃)

誤差
(Ta=-40～-20℃)

16 ±2.4375% ±3%

18 ±2.44% ±3%

20 ±2.4 ±3%

HOCOを発振動作
(HOCOCR.HCSTP=0に)してから発
振が安定するまでの時間です。
表上部に記載する条件下で最大
149usかかります。

HOCOを発振動作
(HOCOCR.HCSTP=0に)してから発
振が安定するまでの時間です。
本表での条件下では最大149usかか
ります。

HOCOに電源供給してから動作が安定するま
での時間です。 HOCO電源をOFF→ONに変
更する場合は、本電源安定時間経過後に
HOCOの発振動作(HOCOCR.HCSTP=0)をし
て下さい。なお、リセット後は電源供給
(HOCOPCR.HOCOPCNT=0)状態となります。

HOCOに電源供給してから動作が安定するま
での時間です。 HOCO電源をOFF→ONに変
更する場合は、本電源安定時間経過後に
HOCOの発振動作(HOCOCR.HCSTP=0)をし
て下さい。なお、リセット後は電源供給
(HOCOPCR.HOCOPCNT=0)状態となります。
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PLLクロックタイミング

下記スペックを保証するうえで遵守
すべき条件です。
必ずご確認ください。

HOCOを発振動作
(HOCOCR.HCSTP=0に)してから発
振が安定するまでの時間です。
表上部に記載する条件下で最大
149usかかります。

PLLを発振動作(PLLCR2.PLLEN=0

に)してから発振が安定するまでの
時間です。
本表での条件下では最大320usかか
ります。

PLL周波数シンセサイザの出力
クロック周波数範囲です。
動作クロックではないのでご注意下
さい。また、PLL周波数シンセサイ
ザの入力周波数範囲は、製品により
決まっております注ので、併せてご
注意お願いします。

注： ユーザーズマニュアルハード
ウェア編のクロック発生回路章を参
照下さい。
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低消費電力
下記スペックを保証するうえで遵守すべき

条件です。必ずご確認ください。

復帰時間はお客様の使用条件に合わ
せて必要なパラメータ値を入力して

算出ください。
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制御信号タイミング

使用するクロック周波数によっては
パルス幅のminが変わることにご注

意ください。

レベル検出、エッジ検出双方におい
て、この条件を満たす必要がありま

す。
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バスタイミング 外部バスの下記スペックを保証するうえで遵守
すべき条件です。必ずご確認ください。

特に出力負荷条件、並びに駆動能力の選択は注
意してください。バス駆動において通常駆動出
力を選択した場合、タイミングが間に合わず正

しくアクセスできない可能性があります。

本値に関しては、0以下
になることはありません。
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外部バス リード／ライトタイミング

1ライトストローブモー
ド時、
ライトタイミングで常時
WR#信号がアサートされ、
それと同時に該当する
BCn#信号がアサートさ
れます。
バイトストローブ時、
BCn#信号は無効です

バイトストローブモード
時、
ライトタイミングで該当
するWRn#(0~3)信号がア
サートされます。
1ライトストローブ時、
WR0#以外は無効です。

リードタイミングはBCLK

のTendの立ち上がりです。
(BCLK端子=内部BCLKの
場合)
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アドレス／データマルチプレクスタイミング

A0~A15は、アドレスバス/データ
バス(A0/D0~A15/D15)から出力さ
れます。A16以降はAxxのアドレ
スバスから出力されます。



© 2026 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
R01TU0436JJ0201 rev2.01

Feb., 2026 Page 27

BCLK端子出力選択ビットでBCLKの2分周を設定した場合
WAITサイクルはBCLKに同期して挿入さ
れます。BCLK端子出力をBCLKクロック
の2分周に設定した場合、各制御信号のア
サート／ネゲートタイミングは設定した
WAIT数によりBCLK端子の立ち上がりタ

イミングだけでなく立ち下がりタイミング
で変化する場合があることに注意してくだ

さい。
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I/Oポートタイミング

周辺モジュールクロック（PCLK）の周
波数によって、時間が異なりますので、
設定いただいたPCLKの周期と合わせて
ご確認ください。

記載例では、tPBcyc × 1.5が入力データ
パルス幅になります。

基準となるクロックは、I/Oポート
に供給される周辺モジュールク
ロックです。
クロック発生回路章でご確認くだ
さい。
以下の例では、PCLKBになります。
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MTUタイミング

インプットキャプチャ端子の
MTIOCnm端子(n=0～4,6,7,9、m=A

～D)、MTIC5m端子(m=U,V,W)と内
部クロックは非同期ですので、イ
ンプットキャプチャ入力パルス幅
は最低でも単エッジで1.5PCLKC、
両エッジで2.5PCLKCの幅を必要と
します。

下記スペックを保証するうえで遵守すべき条件です。必
ずご確認ください。特にクロック、出力負荷条件などは

クロックタイミングに大きく影響を受けます。

外部クロック端子、位相係数モー
ドの外部クロック端子の入力タイ
ミングです。
High幅/Low幅の規定がありますの
でご注意下さい。
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POE, POEGタイミング
下記スペックを保証するうえで遵守すべき条件です。必
ずご確認ください。特にクロック、出力負荷条件などは

タイミングに大きく影響を受けます。

POE3(ポートアウトプットイネーブ
ル3)モジュールに関する規定です。
POE3の制御対象端子はMTU3の
PWM出力端子、およびGPTWの
PWM出力端子です。

POEG(GPTW専用ポートアウトプッ
トイネーブル)モジュールに関する規
定です。
POEGの制御対象端子はGPTWの
PWM出力端子です。MTU3のPWM出
力端子は含まれませんのでご注意下
さい。

POE(MTU3/GPTW用ポートアウトプット
イネーブル)、POEG(GPTW専用ポートア
ウトプットイネーブル)は、電気的特性の
通り、仕様に相違ある為、反映タイミン
グが変わりますのでご注意下さい。
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POE, POEGタイミング (トリガ端子入力)

POE3、POEGモジュールのトリガ端子入力
パルス幅(POE3: POEn#、POEG:GTETRGn)
です。どちらも内部クロックとは非同期です
ので、入力パルス幅は最低でも1.5PCLKBの
幅を必要とします。

POE3はPOEn#の入力、POEGはGTETRGn

の入力をしてから以下の対象PWM出端子が
出力停止するまでの時間です。
■対象PWM出力端子

POE3 : MTU3、GPTWのPWM出力端子
POEG : GPTWのPWM出力端子

右図のPOE3はエッジ検出時、POEGは、ノ
イズフィルタ不使用時のタイミングで、フラ
グを経由する場合と経由しない場合のタイミ
ング図です。
なお、レベル検出は、POE3の場合、
ICSRm.POEnM2[3:0]、 POEGの場合、
OEGGn.NFCS[1:0]で設定したサンプリング
回数を満たした後、右図の出力停止までの時
間経過後に対象PWM出力端子を出力停止し
ます。

POE3 POEG

POE3 POEG

■外部トリガ端子入力 (パルス幅規定)

■外部トリガ端子入力 (停止時間)
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POE, POEGタイミング (PWM出力短絡、発振停止)

PWM出力信号の短絡(正相と逆相が同時にア
クティブレベル)が1PCLK以上継続した場合
に以下の対象PWM出端子が出力停止するま
での時間です。

■対象PWM出力端子
POE3 : MTU3、GPTWのPWM出力端子
POEG : GPTWのPWM出力端子

POE3 POEG

POE3、POEGモジュールに発振停止検出信
号が入力された場合に以下の対象PWM出端
子が出力停止するまでの時間です。

■対象PWM出力端子
POE3 : MTU3、GPTWのPWM出力端子
POEG : GPTWのPWM出力端子

POE3 POEG

■PWM出力短絡

■発振停止
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POE, POEGタイミング (コンパレータ検出、レジスタ設定)

ソフトウェア(以下レジスタ)にて出力停止
設定した場合に以下の対象PWM出端子が
出力停止するまでの時間です。

■停止設定レジスタ
POE3 : SPOERレジスタ
POEG : POEGGn.SSFビット

■対象PWM出力端子
POE3 : MTU3、GPTWのPWM出力端子
POEG : GPTWのPWM出力端子

■コンパレータ出力検出

■レジスタ設定

POE3、POEGモジュールにCOMPnのレベ
ル検出信号が入力された場合に以下の対象
PWM出端子が出力停止するまでの時間で
す。

■対象PWM出力端子
POE3 : MTU3、GPTWのPWM出力端子
POEG : GPTWのPWM出力端子

POE3 POEG

POE3 POEG
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A/Dコンバータトリガタイミング

A/Dコンバータトリガ端子レベルの取り
込みタイミングクロックは、A/D用の動
作クロックではなく、I/O用の動作ク
ロックで取り込みます。
＊本電特の場合、PCLKBはA/D動作ク
ロックではなくI/O動作クロックです。

VIH/VILは、DC特性のシュミットトリガ
入力電圧のADTGR＃入力端子項を参照
下さい。 なお、ADTGR＃入力端子はヒ
ステリシス幅を持つ端子です。
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RSPIタイミング 下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

最大ビットレートは通信対向側IC
のセットアップ、ホールドなどの
スペックやバス構成（バス負荷）
などを考慮して、ご検討ください。



© 2026 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
R01TU0436JJ0201 rev2.01

Feb., 2026 Page 36

簡易SPIタイミング 下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

最大ビットレートは通信相手側IC
のセットアップ、ホールドなどの
スペックやバス構成（バス負荷）
などを考慮して、ご検討ください。
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RSPIタイミング

連続通信を行う際は1フレームの
データ送信時に待ち時間が必要で
す。
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tSCLH,tSCLLはIICの通信
スピードにより、上限／
下限が異なります。詳細
はNXP社が提唱する「IIC
バス仕様書」を参照して

ください。

IIC特性

IICの特性は、NXP社が提
唱する「IICバス仕様書」

に基づくものです

立ち上がり時間は負荷条
件で変わるため、ボード
実装後実際の出力波形を
観測してご確認ください。
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A/D変換特性

A/D変換特性用語は、次ページをご参照く
ださい。

下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

ハードウェアマニュアル「アナログ入力の
サンプリング時間とスキャン変換時間(比
較時間)」の項目も合わせてご参照くださ

い。

チャネル専用サンプル&ホールド回路使用時に
A/D変換精度を保証できる入力範囲を示していま
す。この場合、ダイナミックレンジ範囲外の入力電圧

ではA/D変換精度は保証されません。
チャネル専用サンプル&ホールド回路を使用しない
場合、ダイナミックレンジによる制限はありません。

使用条件のPCLKに上限/下限があります。
設定可能な周波数は製品ごとに異なります

のでご注意ください。

チャネル専用サンプル&ホールド回路
(ANx00~ANx02)のすべてのチャネルの変
換をこの時間までに終了してください。
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A/Dコンバータ特性用語説明

▪ 絶対精度
絶対精度とは、理論的な A/D 変換特性における出力コードと、実際の A/D 変換結
果の差です。絶対精度 の測定時は、理論的な A/D 変換特性において同じ出力
コードを期待できるアナログ入力電圧の幅（1LSB 幅）の中点の電圧を、アナロ
グ入力電圧として使用します。例えば分解能 12 ビット、基準電圧（VREFH0 = 

3.072V）の場合、1LSB 幅は 0.75mV で、アナログ入力電圧には 0mV、0.75mV、
1.5mV… を使用します。 絶対精度 = ±5LSB とは、アナログ入力電圧が 6mV の
場合、理論的な A/D 変換特性では出力コード “008h” を期待できますが、実際の
A/D 変換結果は “003h” ～ “00Dh” になることを意味します。

▪ 積分非直線性誤差（INL）
積分非直線性誤差とは、測定されたオフセット誤差とフルスケール誤差をゼロに
した場合の理想的な直線 と実際の出力コードとの最大偏差です。

▪ 微分非直線性誤差（DNL）
微分非直線性誤差とは、理想的な A/D 変換特性における 1LSB 幅と実際に出力さ
れた出力コード幅の差です。

▪ オフセット誤差
オフセット誤差とは、理想的な最初の出力コードの変化点と実際の最初の出力
コードとの差です。

▪ フルスケール誤差
フルスケール誤差とは、理想的な最後の出力コードの変化点と実際の最後の出力
コードとの差です。
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A/D内部基準電圧特性

電圧変動や温度変動、経年変化やMCU個
体バラつきを含めトータルで考慮したもの

になります。

A/Dコンバータのリファレンス電圧ではなく、
チップ内部の基準電圧です。

本電圧を測定することで、内部ADモジュールが
故障していないかどうかの判別に活用できます。

下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

AD内部モジュールの故障か、リファレン
ス電圧の故障かの判別に使用できます
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プログラマブルゲインアンプ特性

0 ~ min, max ~ AVCCの範囲は
電圧が出力されますが、その

値は保証できません。

S12ADx.ADPGACR.PxxxCR[3:0]にてPGA
を有効に設定した後、動作が安定するまで

の時間です。
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コンパレータ特性
下記スペックを保証するうえで遵守すべき

条件です。必ずご確認ください。

オーバードライブ電圧(VOD)=100mVでの
電気的特性値となります。

CMPCTL.HCMPON=1に設定した後、
動作が安定するまでの時間です。

CMPSELxレジスタによりコンパレータの
設定を変更後、動作を安定させるために

必要な待ち時間です。

https://ja-support.renesas.com/knowledgeBase/17797903
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バッファ出力の場合、絶対精度ではなく
DNL,INL特性で保証しています。

D/A変換特性
下記スペックを保証するうえで遵守すべき

条件です。必ずご確認ください。

0V~0.2V、およびAVCC1-

0.2~AVCC1の範囲は電圧が
出力されますが、その値は

保証できません。

低容量インピータンス
バッファを有効にした場
合のバッファ特性です。

バッファのない製品もご
ざいます。

バッファなし出力を使用し、
外部にバッファを接続する
場合はRO抵抗より大きな値
(例えば100倍以上)にする必

要があります。
(次ページ参照)
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D/A変換特性 出力抵抗について

D/Aコンバータ内部に持つ出力抵抗(RO)です。
外部にバッファを接続する場合、D/Aコンバータ内部の出力抵抗によ

り電圧降下が発生し、実際のVrは下記になります。
Vr = 出力電圧*R／(R＋RO)

よって、Vrを出力電圧に近づけるため、
外部抵抗(R)をROより大きな値(例えば100倍以上)にする

必要があります。

R

RX

RO
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温度センサ特性

本温度センサにより、チップ内部の温度を測定できます。
本温度センサには個体間ばらつきがあるため、
本温度センサ特性の温度傾斜と出力電位は平均値（typ値）を掲載しています。
より精度の高い温度を測定する場合は、個体ごとに温度1点及び2点の試行測
定を行い、温度傾斜と出力電位を計算してご使用ください。
計算方法は、温度センサ章にあります温度センサの使用方法をご確認ください。

本値を用いて温度算出ができます。た
だし、本値はあくまで平均値であり、
個体差があります。

より正確な温度測定を行いたい場合、
チップごとに二点測定を行い、個別に
傾きを算出する方法を推奨します。

周囲温度が25℃の時の温度センサ出力
電位の平均値です。本値を用いて温度
算出ができます。ただし、本値はあく
まで平均値であり、個体差があります。

より正確な温度測定を行いたい場合、
チップごとに実測を行い、その値を利
用する方法を推奨します。

温度センサの出力（基準電圧）安定待
ち時間になります。
温度センサ起動後、本温度センサ起動
時間を待ってからA/D変換を開始して
ください。
温度センサ起動信号は、マイコンごと
に異なりますので、温度センサ章をご
確認ください。
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フラッシュメモリ特性
下記スペックを保証するうえで遵守すべき

条件です。必ずご確認ください。

Typ,max値の範囲は、製品の個体差、温度、
書き込み回数などに依存します。

プログラム／イレーズ回数の対象領域は、
プログラム単位の領域ごとです。

例えば32KBの領域に対してプログラム単
位が4Bとした場合、同じ領域に連続して

書き込まず、領域をずらして書き込むよう
にすれば、全体として記載以上の書き込み

回数を実現可能です。
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データフラッシュ特性 下記スペックを保証するうえで遵守すべき
条件です。必ずご確認ください。

Typ,max値の範囲は、製品の個体差、温度、
書き込み回数などに依存します。

プログラム／イレーズ回数を超えると、書
き込み／消去時間が長くなったり、読み込

みミスを起こしやすくなります。

プログラム／イレーズ回数の対象領域は、
プログラム単位の領域ごとです。

例えば32KBの領域に対してプログラム単
位が4Bとした場合、同じ領域に連続して

書き込まず、領域をずらして書き込むよう
にすれば、全体として記載以上の書き込み

回数を実現可能です。
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改訂履歴

Revision Date Page Contents

1.00 2022/11 - 初版発行

2.00 2024/07 P12 ~ 48 “AC特性およびその他特性”に関する内容を追加。

2.10 2026/02

P5 文言修正（ACスペック→スペック）

P9 文言修正（未使用→不使用）

P15 文言削除(“VCC下降時に“）
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